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はじめに
2009年4月、ルアンパバン（LuangPhabang）から北のラオスを一層した。
日本アセアンセンターによる、インドシナ半島4カ国（ベトナム、ラオス、
カンボジア、ミャンマー）に対する、観光開発支援プロジェクトに参画した
のである。今後の日本の海外旅行市場に対し、ラオスはどのようにアプロー
チしたらいいのか。どんな観光開発が必要とされるのか。あるいは日本の旅
行業はどのようにラオス旅行を組み立てたらいいのか。ラオス側の観光政策
と、日本側の旅行業に対する、双方への提言がアドバイザーとしての私の役
割である。
今世紀に入ってからようやく国際観光客の増加を見始めたラオスに、08年
には3万1569人、09年に2万8081人の日本人が入国した。その大半は世界文
化遺産になっているルアンパバンと、首都ビエンチャン（Vientlane）を回る。
その他地域にはまだあまり足が伸びていない。日本からの観光旅行者は、た
いていベトナムかタイとの組み合わせで、2、3日忙しくラオスを訪問する
のが普通である。まだこの国を主たる訪問先として訪れる人は多くない。
日本からアジアへの旅行パターンは最近20年ほど大きな変化が見られず、
大都市およびビーチリゾート、あるいはいかに安く行くか、という範囲から
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抜けきれないでいる。航空会社や旅行会社には相変わらず、どのような旅行
がこの寓にふさわしいのか、あるいはどのように満足をしてもらうのか、と
いう視点が欠けているようだ。各国の歴史や文化、民俗などに対する日本人
の理解度も深化してきたとは思えない。現行シンプルで忙しい「行く、食べ
る、買う、帰る」のアジア旅行を、「ゆっくり時間をかけて歩く、何かを体
験する」という方向へ進化させなくては、今後の日本からのツーリズムは危
うい。特に学生を含む若い年齢層を、もはや低価格だけでアジアに引っ張る
ことはできない。「どのような魅力ある内容の旅行、あるいは旅行のしかた
を、提示できるか」。この10年不振が続く日本のアウトバウンドを、再浮上さ
せられるかどうかは、この点にかかっている。
ここではラオスという国の歴史概略と、これからのラオスの観光、特にエ
コツーリズムに焦点を当てる。ほとんど農業しかなかったこの回の、持続可
能な観光のあり方に一つの方向性を与えるもの、という期待がエコツーリズ
ムにかけられているものの、現状に見る限り、まだまだ検討されなければな
らない点が多くある。日本からの新しいラオス旅行プランともども、ラオス
の今後のツーリズム開発に関し、いくつかの提言を試みてみたい。
I　ラオス概略
（1）ラオスの人々と歴史的背景
現在のラオス、タイ、ミャンマーの北部はそれぞれ中国の票南省と接して
いる。このあたりには紀元前から、モン・クメール語族（Mon－Khmer）の
人々が先住民として暮らしていた。その後、中国から南下し勢力を広げたタ
イ語族（Tal）が平野部に、さらにそのあとモン・ヤオ語族（Mon－Yao）、チ
ベット・ビルマ語族（Tibet－Burmese）の人々が南下してきて、山間部の上
のほうに住み着いた。
中国ではモン族をミヤオ族と呼ぶ。18世紀清朝は少数民族の直接支配を図
り、ミヤオに対しても大弾圧（100万人が殺されたという）を行った。これ
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から逃れた人たちがインドシナに新天地を求めた。このような比較的新しい
例に限らず、昔から陸続きのインドシナには、中国・チベット方面からの民
族移動がイラワジ川、サルウイン川、メコン河など沿いに断続的に行われて
きている。
その中でメコン河流城に11世紀頃移住してきて住みついたのがタイ語族系
のラーオ族（Lao）であり、やがていくつもの土俵国というか集団を形成し
た。これをまとめてランサーン王国をつくったのがファーグム王、1353年の
事だったとされている。この頃の人口はラーオ人の男のみが30万人、その他
の男（モン・クメールほか）が40万人というから、男女合わせた総人口は
ざっと150万人と言ったところだろうか。（現在のラオス北部からタイやミャ
ンマー北部までの、かなり広い範囲を言っている）
やがてこの王国は1560年に、ビルマの攻撃から身を守るためビェンチャ
ンに遷都を行い、文化的にも17世紀に最盛期を迎えた。しかし彼らは18世
紀初頭、ビェンチャン王国、ルアンパバン王国、チャンパーサック王国
（Champasak）へと3分裂したうえ争いあった。その結果ビエンチャンは
1828年にシャムに滅ぼされ、チャンパーサックもその直接支配下に降った。
ルアンパバンだけがシャムとベトナムに対し2重の朝貢（双方への属国化）
を行い、かろうじて王国の命脈を保った。
いっぼう17世紀以降、インドシナに興味を示してきたフランスの組織的な
進出は、1863年のカンボジアの保護国化と、1867年のコーチシナ併合である。
日本ではちょうど明治維新の頃だ。以後フランスは、ビエンチャンからルア
ンパバン経由中国雲両省方面へ数次の探検隊を送った。フランスは1883年ま
でにほぼ現在のベトナム全域を手に入れ、仏領インドシナが形をなしてくる。
同じくシャムに対しても武力桐喝を行いながら、18鐘年に条約を締結、メコ
ン河から東のラーオ地区を渡得した。
続いて．フランスは1895年に北の中国との境界を確定。1896年にはイギリス
との間でビルマとの境界を、さらにシャムとは1926年までにラオス西側の境
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早朝の僧たちの托鉢風景
国中いたるところで見られる
界を確定し、1899年に現在のラオスとなる「仏領ラオス」をつくりあげた。
東側ベトナムとの境界は、南北に走るメコン河の分水嶺（安南山脈など）と
した。このようにしてできたラオスには民族的に複雑な人々が混在しており、
当時の総人ロは、およそ45％のラーオ人を筆頭とする、100万人未満だった
とされる。広さが日本の本州ほどあるところに、たった100万人。もちろん
そのほとんどは、深い山間地に散在する寒村の、焼き畑農業に依存した農民
達である。言葉も生活習慣も異なる、百数十種の諸民族があちこちに点在し
ていた。
フランスはラオスを手に入れたものの、当時町らしい町は人口8000人のル
アンパバンが唯一だった。荒廃していたビエンチャンの再建など、現在に至
る各都市はフランスによる新設である。フランスはインドシナの支配に、ベ
トナム人中心主義を採用した。ラーオ人愚民観に立つフランスの政策は、ラ
オスにおける教育振興ではなく、ベトナム人官吏と移民の奨励だった。この
結果、第2次大戦直前までに都市部住民の大半はベトナム人となり、ビェン
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チャンではその教が53％、第2の都市のターケーク（Thakhek）では85％に
も及んだ。
フランスは山地住民を強制的に道路建設などに動員し、ようやく50∝）キロ
はどの道路をつくる。しかし、山間過疎地からなるラオスからの実入りは少
なく、第2次大戦直前でもラオスの輸出量は仝インドシナのわずか1％ほど。
つまりフランスにとってのラオスは、出費ばかりが多いお荷物植民地だった。
しかし、特にイギリスとの間で俄烈を極めたアジアにおける帝国植民地獲得
兢争の上で、そう簡単に手を引けない。ルアンパバン王国は存続させてもら
えたが、もちろん形だけであり何の実権も与えられなかった。このような諸
事情によって、近代を形作る国民国家あるいはナショナリズムのラオスにお
ける立ち上がりは、第2次大戦後に持ち越される。
（2）・現代ラオス
「シャムに2∝）年、フランスに50年、アメリカに20年、いいように蹴飛ばさ
れ続けたこの国に、まともな国がつくれると思うかい」とガイドのエニッタ
が言う。「みんな国なんて知らない、ついこの間まで、戦火を避けて山の中
を逃げ回っていただけさ」。
第2次大戦末期のラオスでは、日本軍がフランスを堆い出すクーデターを
起こし、ルアンパパン王国を独立させようとしたが終戦により無効、フラン
スはラオスの再植民地化を図った。1950年ラオス自由戦線（後のパテトラ
オ＝左派）が結成され、独立への戦いが始まる。1953年にフランスはラオス
の独立を認めるが、親フランス派（右派）に対し、徹底抗戦・完全独立の左
派はラオス北部に拠点を置き、内戦が始まった。
右派を支えたのはフランスに変わってインドシナに連出してきたアメリカ
である。当然パテト・ラオを支えたのは北ベトナムとソ連であり、東西冷戦
の代理戦争がベトナム・カンボジアと同時進行的に、ラオスでも戦われる事
になった。1964年からはアメリカ軍の空爆がラオス北部（ホーチミン・ルー
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トでもあった）に対して開始され、1973年に完了するまでの10年間で、米軍
は210万トンの爆弾をここに集中投下した。これはアメリカが第2次大戦中、
ヨーロッパと太平洋全域で投下した爆弾全量に匹敵すると言われている。ラ
オス国民一人当たり1トンずつというわけで、アメリカはラオスの「右派に
最高額の現金を、左派には最高量の爆弾を」投下したと椰稔されている。
しかしベトナム戦争の終結と並行的に、ラオスではパテト・ラオが優位に
立ち、1975年ついにラオス人民民主共和国を打ち立てたが、この社会主義体
制はうまくいかない。ガイドのユニックが先に言ったような状況だったし、
西側の援助は途絶、難民も多く出て社会は混乱を極めたため、1986年以降に
はとうとう市場経済化政策を採らざるを得なかった。これさえも、ソ連のペ
レストロイカと大きく連動した動きであり、ラオスはこの政経分離策により
ようやく息を吹き返すのである。
1999年にラオスはASEANに加盟。貧困、焼畑、アヘン栽培の3悪追放が
政府のスローガンだった。しかしラオスにアヘン栽培を持ち込んだのは、植
民地の資金不足に悩んだ19世紀のフランスである。高い人頭税または生アヘ
ン3キロ、というのが北部モン族に課せられていたという。アメリカ軍に
至っては1971年まで、CIAのヘリコプターでアヘンを集めていた。ラオス
の山の人々は、焼き畑農という唯一の生産手段と、アヘンという唯一の換金
作物を放棄し、あたらしい生き方を余儀なくされている。
それでも、ラオスでは他のアジア諸国で見るような乞食をあまり見かけな
い。戦争さえなければ、この国は豊かなのである。GDPが低いからといっ
て貧しいわけではない。市場経済の規模がまだ小さいだけで、自給自足率が
高いからである。80％とされる農民達は気持ちの上ではとてもおおらかに、
ゆったりした生活をしている。どこへ行ってもはちきれんばかりの明るい笑
顔の子供たちがいて、うらやましくさえ感じられるほどだ。毎日100人もが
自殺するわが国と比較した場合、たいへんな歴史に翻弄され続けてきたにも
かかわらず、ラオスの人々は健康である。ジヤール平原ほかで、アメリカ軍
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がばら撒いた不発弾の処理が進んでいる。地球上における最大の環境破壊は、
常に戦争によってもたらされている。日本の国土が戦争によって荒らされた
のは、戦国時代以降では太平洋戦争末期のたった1年間に過ぎない。日本は、
例外的に恵まれた国とさえいえるだろう。したがってラオスについても、こ
のような歴史的背景を度外視した、表面的な評価は控えたい。
（3〉　ラオス人民民主共和国に関する一般情報
人口：632万人（鵬年）、最近の30年間でおよそ倍増、人口増加率は高
い。
広さ：23万6800平方加．日本の本州ほど。周囲を東にベトナム、酉は
ミャンマーとタイ、北は中国雲南省、南はカンボジアにぐるり
と囲まれ、インドシナ諸国で唯一、梅に面していない。
宗教：ほとんどが上座部（小乗）仏教、および精霊信仰（アニミズム）
との習合
産業：人口の78％が農業に従事（GDPの41％）、ほぼ自給自足経済に
近い。林業、鉱業（カリ岩塩、錫など）、水力発電
気候：モンスーン気候、5－11月雨季、12－4月乾季
査証：15日以内の観光には不要、旅券の残存有効期間は6ケ月
通貨：Kip、1USドル＝8500キープ、ざっと1万キープが100円の見当
GDP：U＄687（07年、国民ひとりあたり）
世界遺産：1997、ルアンパバン市の建物群と文化的景観
2（氾1、ワットプーと関連古代遺跡群の文化的景観（チャン
パサック県）
兵力：陸軍2万6500人、空軍3500人、計3万人
最高峰：プーピア山、2817メートル
外国からの援助：日本が一番多く、ベトナム、中国と続く
（外務省データほか）
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Ⅲ　ラオス北部の観光要素
（1）メコン河クル，ズ：フエイサイ（HuaiXay）－バクベン（Pakbeng）－ル
アンパパン
ラオスの北西、タイとの国境の町フエイサイ（人口6万人）から、ルアン
パバンへの舟下りは始まる（あるいはその逆も可）。距離はおよそ300キロ、
1泊2日の行程が一般的、途中のバクベンで宿泊する。この間のポート代は、
ロングボートにバスのような座席を並べたローカル用エコノミークラス・
ポートが20ドル。観光客向けのテーブルなどを備えたラウンジがある、アッ
パー・エコノミークラス・ポートが50～60ドル（いずれも途中のバクベンで
1泊）。バクベンには民宿から4つ星ホテルまでが揃っている。
このほか、ソファ付きラウンジやバーを備えたファーストクラス・ポート
に、バクベン1泊のホテル代、1日3食の食事や午前午後のティー、途中の
相への上陸観光などを含む「ルアンサイ・クルーズ・パッケージ」があり、
欧米のシニア客層に人気が高い。ツアーで利用するポートは、長さ34メート
メコン河フエイサイの船つき場
ここからクルーズが出発する
ル、36人乗り。なかなか快適でほとんどゆれる事がない。
ツアーは中間地点のバクベンで、このパッケージ専用のルアンサイ・ロッ
ジ（4つ星プラス）に宿泊する。このホテルはバクベンの町外れ、メコン河
と渓谷を見下ろすすばらしい眺望のロケーションにあり、全20室が木造の独
立した高床式キャビンから成っている。舟から、桟橋も何もない岩場に直接、
スタッフに手を取ってもらい上陸する。そこからゆるやかに岸辺をのぼり、
ホテルまで100メートルほど歩いてゆく。中央のレセプション・レストラン
棟と各室とは、ボードウォークでつながっている。コンクリートなどは一切
使われておらず、周囲の自然にうまく溶け込んだ素朴な雰囲気とデザインが
すばらしい。オープンテラスになったレストランで、そよ風に吹かれ＿ながら
の食事はここならではの格別印象的なものである。メコンの流れはゆったり
としていて、水音が全くしない。夜、火に飛び込んでくる虫の多さもまた、
ラオスの自然そのものであろう。ルアンサイ・ロッジは、かなり上質なエコ
ツーリズム・ロッジである。スタッフのサービスも優れている。
パッケージツアー料金は、ピークシーズン（11月～4月）：317ドル、オフ
シーズン（5月～10月）：195ドル。ルアンサイ・ロッジの追加宿泊料金が71
ドル（2食込み）。価格はいずれもUSドル。
運行はフエイサイからの下りが月・水・金、ルアンパバンからの上りが火
・木・土。
クルーズ時間は、下りの場合、1日目が7時間、2日目が8時間。上りの
場合は、1日目が11時間、2日目が10時間となっている。船中で出されるラ
ンチ、ティータイムの果物など、とてもおいしい。スタッフの気配りも行き
届いていて、のんびりとした舟下りを心行くまで楽しむことが出来る。ちな
みに舟中でのビールは2ドル、ソフトドリンクは1ドル。
メコン河の長さは世界で10番目という4180血、チベットの東部から流れ出
してインドシナを貫き、ベトナムの南で南シナ海に注ぐ。雨季と乾季では水
位が8メートル以上も違うが、流れの速さや波の高さは大きくは変わること
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なく、雨季でもポートの運航が中止になることはない。川幅も水位も常に変
わるので、今までのラオスでは架橋が難しく、流域に橋はかけられていない。
住民はすべて渡し舟を利用している。
メコン河の西側はタイである。メコンの流れの相当部分が国境になってい
るが、河の水はラオスに属しているので、クルーズはラオスの国内旅行であ
り、国際クルーズにはならない（20世紀初頭、フランスとタイの条約でメコ
ン河の西側が国境になった）。欧米の観光客など、タイのチェンマイからバ
スで北上し、7エイサイに渡って、このクルーズを利用するというルートを
とるケースが多い（あるいはルアンパバンを出発して逆のコース）。
フエイサイ近くでは淡水魚で世界最大とされる、体長4メートル、重さ200
キロもの鮭がとれることがある。メコン河は人々にとっての道路であり、
（スピードポートではフエイサイールアンパバン間を8時間で突っ走る事が
できる）、上下水道であり、農業や漁業、酒造り、チーク材の搬出、織物な
どの産品にとっても、ラオス全体の生命線といっていいし、ソーシャルセン
ターの役割をも担っている。
流域には多くの村々がある。ほとんどは少数民族の相だが、ツアーの途中
そうした村にふたつほど上陸、訪問する。村人達は米やきび、にんにく、ご
ま、ホップなどをつくり暮らしをたててきた。一頃は換金作物として阿片の
原料となるケシを育てていたこともあるが、現在は禁止されている。村の
家々は木や竹でつくられた高床式になっており、床下では豚や鶏が遊んでい
る。柑人達は観光客に木工民芸品、綿や絹織物、酒などを売る。子供たちも
そうした品々のセールスに懸命である。舟が出るまで諦めない。もっと北の
山岳地方から戦火をのがれて柑ごと移ってきた集落もある。
こうしたメコン河の舟下りは、のんびりした時間の流れがとても気持ちを
くつろがせてくれる。屋形船スタイルの舟は、暑くも寒くもなく、実に快適
である。ゆったり流れを下っていくと、水遊びの子供たちが、真っ白い歯を
見せながら手を振る。水牛の群れが浸かっていたりする。投網をつかう漁師
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や釣り人、岸辺の畑を耕す人。竹林、原始林、焼畑の嬢。ときに上りの舟と
行き交い、お互いに笑顔で手を振る。ミルクコーヒーのような水色の河は、
昔もなくゆったり流れているが、けっこう速い。時にスピードポートが突っ
走ってゆく。波に浮き沈みするプラスチックやペットボトルの類もまた、
けっして少なくない。
この1泊2日の舟渡（場合によってはバクベンにもう一泊する2泊3日も
悪くない）は、北部ラオスにおけるツアー素材として、第1級である。まだ
日本からのツアーでは商品化されてはいないが、個人旅行、グループを問わ
ず、かなりの人気コースになる可能性がある。この素材をどのようにラオス
ツアー全体の日程に組み込むか工夫を要するが、世界遺産のルアンパバンと
合わせて相当な価値になるに違いない。とくにあちこち忙しく駆け回るツ
アーに飽き足らない、アジアをゆっくり楽しむことが出来る熟年のアジア・
リピーターから、高い評価を得ることができるだろう。素朴なラオスにふさ
わしい素材・コースであり、さらに価格的にも内容からすると割安感がある
クルーズである。（各科金は09年現在）
（2）世界遺産の街ルアンパバンに滞在する
1990年のルアンパバンには、たった330人の外国人観光客が入っただけ
だった。しかし19世紀末からの建物群と人々の暮らしが、「生きた博物館」
として1997年に世界遺産に登録され、欧米からの観光客に人気となった。現
在は「エキゾチックなアジアの宝石」として、通年多くの観光客が訪れてい
る。
ルアンパバンは14世紀に北部ラオスの小国が統一されて、ラーオ族のラン
サーン王国となったのは先述のとおり。ルアンパバンに仏教をもたらしたの
は、アンコールで育てられたファーグム王だとされている。彼は王権の安定
と強化のため、僧とクメール職人の使節を王都に招いた。使節はルアンパバ
ンの金泥ぬり石造仏をもたらし、首都にはその仏像の名前がつけられた。パ
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世界文化遺産ルアンパバンの街角風景
バン仏のおわす都がルアンパバンだ。こうしてクメール文化と上座部仏教が
受け入れられ、一般にも広まった。現存するラオスの寺院では、1660年に建
てられたというルアンパバンのシュントン寺院が一番古い。したがって現在
のラオスに至るまでに、ランサーン王国の首都としてルアンパバンが果たし
てきた役割は決して小さくない。さらに20世紀以降のフランスがもたらした
街全体に色濃く残るエキゾチックな雰囲気が、世界遺産登録の決め手になっ
ている。
（3）エコツーリズム村への訪問
中国との国境近くにあるムアンシン（MuangSing）近郊、アカ族（Akah）
が住むナムデ村は、グリーン・ディスカバリー社がエコツーリズム用の訪問
先として、欧米市場に売り出し中と聞いた。この国のエコツーリズム開発は
国連やニュージーランドの指導を受けている。ナムデ村に対しグリーン・
ディスカバリー社は、エコツーリズムの意義につき理解を求めたり、訪問客
数に応じた経済的支援策を行ったりしていると同社のスタッフは語ってくれ
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たが、訪問して感じた実態はおおきく異なっている。
先ずこの村は、家々が督新しい。しかし全体的にかなりすさんだ印象があ
る。隣に住むのはやはり少数民族とされるヤオ族なのだが、どうやら最近の
移住政策で双方がよそから移されてきたものと思われる。でこぼこの村内は
ひどく汚く、ゴミがあふれ、悪臭がひどい。こちらが草から降りると、すぐ
に裸の子供たちが取り巻き、水を買えとペットボトルを差し出したり、ボー
ルペンをくれと口々に言い立てる。みょうに民族衣装を着飾った老婆が、に
こやかに寄ってきて誘うからついてゆくと、やおらみやげ物の販売にかかる。
その価格交渉がまたなかなか放滑で、あなどりがたい。しかし、それらの商
品はどこにでもある大量生産品で、この村まで出かけて買わなければならな
い物など一つとしてないのである。これについては別項に詳しく書くが、ガ
イドさんは何も説明らしいことをしてくれず、何のためにこの村を訪れたの
かよくわからない展開だった。
（4）ナムヤン村のトレッキング体験
ナムヤン村（NamYang）はルアン・ナムタ（LuangNamtha）からおよそ
1時間、山道を登っていったところにある人ロ480人、79戸の山村である。
ここまではまだ欧米からの観光客もほとんど入っていない。エコツーリズム
・オペレーターのグリーン・ディスカバリー社ルアン・ナムタ支社が、ナム
ヤン村からのハイキングコースを開発しようとしている。村への道は、歩く
か馬にたよるしかなかったが、02年に中国政府の支援によって車が入れるよ
うになった。およそ15年前からこういう道路整備が各地ですすみ、それと同
時に教育制度もゆきわたりつつあるという。それでも村人で車を持つ人はほ
とんどいないから、女性や子供たちは、20～30キロの重さの荷物を背に、米
や物資を町まで担ぎ出したり、山の畑と村の間を行き来している。およそ半
世紀前まで、日本における山村の生活もこれと全く同じだった。
ナムヤン相のハイキングコースは深い森の中を、谷筋にむかって下りて行
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ナムヤン村で会った若いお母さん
き、また上って帰るという、およそ2時間のコースである。村人が先頭に立
ち案内をしてくれたが、周辺自然や人々の生活などに関する解説などは全然
行われない。照葉樹林帯にはヒルがうようよいて、ちょっと油断すると木の
枝から取り付いたり、足元から這い上がってくる。したがって、ろくに落ち
着いて立ち止まったり休んだりもすることができない。もちろん地べたに座
るなど論外であり、のんびり森の自然を楽しみながら、昼食をとったりする
ことも不可能であった。さらに山道はハイキングコースというほど手が入っ
ていない。滑りやすくとても急な部分もある。森の中できのこなどを採集す
る人たちに行き逢ったりすることもあるのだが、ツーリズムと言うにはあま
りにも、ガイドを含めた周辺環境が未整備である。相と村をつなぐトレッキ
ングコースに参加したと言うアメリカ人にホテルで会い感想を聞いたが、や
はり楽しめなかったと言った。しかしナムヤン相では、柑人達がごく自然な
振る舞いで接してくれ、子供たちが物乞いをしたりすることもない。恥ずか
しそうに接する物腰が自然であった。
将来的には、この村で採れる食材を使った昼食の提供なども考えられてよ
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山の畑から米をかついで村へ帰るナムヤン村の少女たち
い。山ではたくさんのきのこの他、木の実、木の芽、草食物、木の皮や根っ
こなど、豊富な自然食品が揃っている。元気の出る食品や薬になる植物も多
いと開く。相の人々にはあたりまえすぎて価値がないと考えられているかも
しれないが、外からのツーリストにとっては、こういう素材と料理こそが大
きな魅力であり、かつ興味をそそられる対象となる。
ひとつ付け加えるなら、こうしたエコツーリズムとかハイキングに関して
は、うまく開発したにせよ、乾季のみのオペレーションになるだろう。アク
セスとなる道路は雨が降るととたんに泥渾化し、皐の走行もままならないう
え、ハイキングコースなどはそれを上回る状況になるからである。現状では
エコツーリズムとは言うものの、なかなか満足の行く内容であるとは言いに
くい。
Ⅲ．エコツーリズム・ロッジ＆ホテル
（1）カムロッジ（KamuLodge）
ルアンパバンからロングポートでおよそ2時間（スピードボートで40分）、
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メコン河をさかのぼった河畔にロッジは建っている。2003年にフランス人が
オープンさせた、20室からなるエコロッジ。72家族、362人のニヤイハイ村
のなかにある。各々の部屋は独立したテントロッジだが、しっかりした造り、
温水の出るシャワーがあり、テレビや電話は置かれていない。田んぼの真ん
中にあずまや風のバーがありくつろげるようになっている。時に観光客は村
の田植えを手伝うといった体験活動や、フィッシングやハイキングを楽しむ。
ロッジの敷地にはブーゲンビリアが咲き乱れ、蝶々が舞い、蝉の声がかしま
しい。ここに来る客はルアンパバンから1泊ないし2泊平均、のんびりした
素朴な村の滞在を楽しむためにやってくる。
料金は3食付2人部屋が250ドル、シングルで150ドル。
流域の村々は昔ながらの暮らしを続けていて、ハダカの子供たちが小さな
舟をあやつり、竹ざおを出して釣りをする人や、投網で魚を獲る村人も多く
見かける。メコンを上下するさまざまな形の舟を眺めながらの、ルアンパバ
ンからの舟旅が楽しい。
（2）ムアンラ・リゾート（MuanLaResort）
ルアンパバンから13号線を北上すると人口20万人ほどの町ウドムサイに至
る。夜ここを通り抜けたが町の灯りがほとんどなく、とても人口がそんなに
あるとは思えなかった。ウドムサイから右にそれ、30キロほど山道を行った
ところのバクラ（Pakla）という小さな村に、ムアンラ・リゾートがある。こ
の村の中を流れるナムコー川（NamKo）の河底からは60度の温泉が湧き出
しており、昔からこのあたりの人々に安らぎと憩いをもたらしてきた。標高
550メートルのパタラは、11月から2月の寒い時期には平均気温が8度くら
いまで下がる。柑人達は河原を掘って湯治場をつくった。
ここに古くからあった温泉宿をフランス人が2008年2月に作り変え、理想
的なエコロッジとしてオープンした。建物の素材をはじめ、内装や家具など
も可能な限り土地のものを使用している。今の部屋数は6重だが、時年中に
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は8室に増える予定。
エコロッジとしての経営にはそうとうな配慮がなされており、レストラン
で使う野菜やハープはすべて自前の農園で用意する。石鹸や蚊よけの香料な
ども同様だし、ロッジ内は禁煙。食堂のオープンデッキからは湯煙の上る河
原が見晴らせ、対岸の山々が大きく迫っていて、日本の山奥の湯治場を思わ
せる雰囲気がある。広い中庭にはブーゲンビリアが咲き、ガーデニア（くち
なし）が甘い香りを放っていた。
ラオス風フレンチとでも呼べそうなレストランのメニューは、なかなか気
が利いていておいしい。ここでも地元の素材が主に使用され、アジア風メ
ニューにも事欠かない。塩は温泉から抽出したものを使っている。当リゾー
ト自慢のマッサージは25ドルから。ちいさいけれどユニークで居心地よい、
しかもモダンで洗練されたエコロッジである。インテリアや色使いがとても
“お洒落”にできている。
宿泊料金はシングル・ツインともに一人当たり130ドル（朝食付き）、ウド
ムサイ空港からのピックアップサービスは片道25ドル。
ムアンラ・リゾートのスタッフたち
“Asarealecolodge，TheMuanLaResortglVeSyOutheopportunityifyou
wantso，tOhelpprotectingtheenvironment”という文章が部屋に置かれて
いた。朝は10種類以上の小鳥達の合唱で目が覚める。せめて3泊ぐらいはの
んびりしてみたいと思わせられるところだが、アクセスに時間がかかるのと、
このリゾートだけでここまで入るのに価値が見出せるかといえば、まだまだ
返事は難しい。
（3）ポートランディング・ゲストハウス（TheboatIandingguesthouse
＆restaurant）
ルアン・ナムタの町は広々とした水田地帯の中にある。とてものんびりし
た、豊かさを感じさせてくれる地方だ。ここから北東へ60キロ行くと中国国
境のカジノがあるポーテン、同じく北西に行けば中国国境の街ムアンシンで
ある。中国文化の強い影響下にある街といってよく、漢字の看板などもひん
ばんに目にする。標高は600メートル、人口は15万5000人。またルアン・ナ
ムタは中国雲両省の中心昆明から、ラオス北西部を斜めに横切りタイへ抜け
る、国道3号線の要衝にある。この道はバンコクに通じており、中国が進め
るインドシナ南北および東西回廊政策の一環として、今世紀に入ってから中
国政府が相当な力を入れ開発を進めている、国際的インフラの一部である。
国境のラオス側ポーテンでは、中国サイドの投資による「ゴールデン・ト
ライアングル・カジノ特区」の開発が急で、山間の寒村の近くに、真新しい、
まるで小型のディズニーランドを思わせるような、中国租界ともいうべきホ
テル群とショッピング・ストリートが出来上がりつつある。営業開始は糾年。
世界中が注目する中国市場経済の急伸を、こんな「辺境」においてまで見る
ことができる。中国政府は今まで辺境として長く位置づけられてきた雲南省
を、インドシナ全域へのゲートウェイ、あるいはその経済センターとして置
きなおす長期政策を進めている。先の回廊計画は通路や鉄道のみならず空路
においても然りであり、2012年には昆明の新国際空港が、4000メートル級清
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走路4本を備え開港予定。乗降客数はいきなり成田を越える規模になるもの
と予想されている。中国政府によるASEAN＋3政策が、インドシナやイン
ドまでを視野に、相当なスピードで進展していることがよくわかる一例を、
ポーテンに見ることができる。ちなみに、ルアン・ナムタにも08年に2000
メートルの滑走路を持つ空港がオープンした。
ポートランディング・ゲストハウスはルアン・ナムタの町外れ、ナムタ川
の岸辺に建てられた、木と竹のみのオーセンティックな雰囲気をもつロッジ
である。部屋数は14室。周因には自前の野菜畑とよく手入れの行き届いた庭
園がある。チェックインして部屋に入ると、以下4項目の「ご注意」があっ
た。①当ロッジは木と竹でできている、火に気をつけて。②朝晩には蚊の襲
撃があるであろう。虫除けや蚊取り線香をどうぞ。（というわけで、部屋に
は兵庫県赤穂市アースケミカル社製の電気蚊取りが置いてあった）③お湯
は太陽熱発電である、温度は十分だがシャワーヘッドに至るまで少々時間が
かかる、熟すざるかもしれないから調節にご注意。④飲み水はペットボトル
などプラスチックの廃棄量を減らすため、再利用可能な容器にいれてある。
ポートランディング・ゲストハウス（ルアン・ナムタ）
ここを訪れたのは4月中旬だったが、朝晩は、夏の虫か秋の虫かがとても
賑やか、そして朝5時半からきっかり6時までの間、たいへんなせみ時雨が
どっと降り、ほどなくするとピタリとやむ。朝は気温が18度くらいで、
ちょっと肌寒さを覚えるくらいの快速さだった。川辺のさくらんぼみたいな
木々に、紋白蝶を思わせる小さな蝶がたくさん乱舞している。ロッジの庭に
かわいい子豚や鶏が走り回っている。レストランで出される食事のうち、と
てもおいしい野菜類はすべて自前ときいた。
ここの料金は朝食付きで1人25ドル、とてもリーズナブルである。感心し
たのは部屋に「お土産にどうぞ」と、置かれていた手提げ袋と手ぬぐいであ
る。「これらは私達の伝統的な手工芸晶です。近くのBanKhon村でつくら
れました」とあった。
（4）ルアンサイ・ロッジ
先述Ⅱ－（1）のメコン河クルーズの項で少し紹介したが、この4つ星ホテ
ル（20室）につきもう少し紹介しておく。メコン河下りのポートが岸に着く
と、ホテルのスタッフが並んで出迎えてくれる。荷物は100メートルほどの
坂道を、スタッフが肩に担いで運ぶ。日本のようには桟橋を作ったりせず、
舟から岩場に板をわたして上陸するのだが、シーズンによって川幅や流れ、
水位が大きく変わるから仕方がない。また、自然の景観を大切にするなら、
そのほうが理にかなっている。岸には付近の相の子供たちも見物に集まって
いる。メコンの流れは日本の川と遠い、全く音がしない。深く、ゆったりに
見えるが、流れはけっこう急である。河側の向かい、木造のキャビンが2列
に並んでいる。後列の部屋からは河の眺望がない。連泊する場合などは、前
列の部屋を指定するべきだろう。ここのスタッフのサービスは、素朴で気が
利いている。シャワーからもきちんとお湯が出る。食事はラオス風、中華風、
欧風のミックスである。カレー風味のものはとくにすばらしい。但し夕食時
は、オープンテラスのダイニングで最高の雰囲気なのだが、それだけに灯り
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メコン河のほとりにたつバクベンのルアンサイ・ロッジ
に飛び込んでくる虫がいっぱいいる。無視するのも難しく、何かいい方法は
ないものか。それと、船着場からロッジへの歩行が、年配者には少々きつい
かもしれない。線やかな坂ではあるが、歩きにくい砂地をけっこう歩かなく
てはならないからである。
ロッジからバクペンの町まで、歩いて15分ほどで行ける。メコン河の眺望
に関しては、ルアンサイ・ロッジもいいが、町のバクペン・ロッジからのそ
れもすばらしい。とくに特徴のある街ではないが、連泊時の退屈しのぎにぶ
らついてみるのもいい。
（5）ロータスビラ・ゲストハウス
ルアンパバン市内にあるファーストクラスのゲストハウスだが、ちいさな
中庭にガジュマルがいっぱいの日陰をつくっていて、その下で朝食が食べら
れる。木造2階建ての部屋は広さ十分、宿泊料金はツインベースで朝食付き
70ドル、わざわざェコロッジと呼ぶ必要はないかもしれないが、素朴さと清
潔さ、居心地のよさからするとそう呼んでいいかもしれない。
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市内のレストランで、「カイルカイ」とガイドさんが教えてくれたラオス
料理の一品をここで紹介する。きのこ、たまねぎ、ゆで卵、豚肉などが刻ん
でじっくり煮込まれている。味付けはあちら風のしょうゆ昧だったと思うが、
これを硬めに蒸しあげたもち米の「おこわ」と一緒に食べる。よく染み込ん
だそれぞれの素材がつくりだす味は、もち米と抜群の相性で、ちょっと忘れ
られない一皿である。
Ⅳ．焼き畑農業と人々の暮らし
ラオス北部全域に、むき出しの焼き畑農業がたくさん見られている。同時
に、チークやゴムの人口植林帯が広がっている。最近は何かと批判が多い焼
き畑農業だが、昔ながらの焼畑農業はきわめて環境合理的なものだった。か
っては山間部のとても広大な地域に村々は碓れてあり、人々はその広い地域
をいくつかに分割して焼き、陸稲などを植え、数年ごとに次の区画へと移動
したのである。焼くことが自然の有機肥料になった。そして最初に耕した区
画へもどるのはおよそ30年後。そのころには元の区画は完全に自然のプッ
シュ状態にもどっている。
こうした完全な自然循環型農業が、徐々に成立しなくなりつつある。原因
は貨幣経済の浸透による耕作地の減少にある。先のチーク材やゴム林などの
急増が、焼畑耕作可能地域を大幅に狭めた。また国立公園などによる、立ち
入り禁止区域の拡大も原因の一つだし、人口増加の激増もこれに拍車をかけ
ている。ラオスの人口は最近の30年で倍増した（300万人→600万人）。つま
り、上記の移動型焼き畑農業の回転年数がずっと短くなってきているのであ
る。農民にとって、かつては私有地の概念もなかった。自然の恵みをおおら
かに利用し、その回復力を十分に見込んだやり方をしていればよかった。
しかし焼畑の回転率が高くなっては如何ともしがたい。より広大な範囲を、
より早く焼いて耕す事になってしまうから、自然相が十分に回復するだけの
時間的余裕がない。茶色に焼きただれた山肌のみがどんどん広がっていく。
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こうなってしまうと、彼らに重要な副収入をもたらした、きのこや木の実、
野草の類も減収する。動物たちも然りである。一説によれば、1平方キロに
焼き畑農業を営む住民が20人を超えると、自然との均衡は失われるという。
ラオスの総人口のうち8割は依然農業に従事しているが、昔ながらの自給
自足、自己完結型農業はもはや望むべくもない。この状況をどう打開してい
くのかわからないが、単純に「焼き畑農業環境破壊論」を唱えるだけでは収
まらないことだけは、よくわかる。こうした状況に多少なりとも、エコツー
リズムの開発が役に立てるだろうか。
Ⅴ．エコツーリズムあれこれ
（1）エコツーリズム・オ′ヾレークー
エコツーリズムを謳うグリーン・ディスカバリー杜のオフィスには、次の
ような文言が掲げられていた。
“Weguaranteeanauthenticexperienceofcurrentlocallifeandthatnot
onlydoesyourtripbene釦localpeoplebutthattheyreallywantyoutovisit
them．”
つまりこれは、いわゆるエコツーリズムの教科書どおりの文言なのだが、
前記Ⅱ一（3）（4）のように、彼らの現場を見せてもらった感想からすると、
これはまだまだ「掛け声」のレベルにとどまっているかに見える。ナムデ村
では、ツーリストに対するあからさまな反感を村人から感じたし、ツーリズ
ムというにはあまりに未整備である。おそらくはこの会社自体が、政府の進
めるエコツーモデルとして指定され、欧米からの市場を引き受けており、そ
れなりに扱いを伸ばしているのであろう。しかしツアーとしてはアドベン
チャー・ツーリズム系が主体であり、エコツーリズムの実体はあまりない。
アジア諸国のみならず、アフリカ・南米でもこうした傾向はよく見られて
いる。エコツーオペレーターの看板は掲げても、インタープリターなどをは
じめとする人材教育は一朝一夕には行かないし、また村人達へのエコツー教
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青や協力関係構築はもっと大変である。国が言う「ラオスのエコツーリズ
ム」は、たんに最初だけニュージーランドなどからの関係者が理念的に関
わっただけでは、こうした結果になるのは目に見えている。公的な掛け声だ
けではない、もっと時間をかけた、実質的な取り組みが期待される。
ナムデ相に対しては、「エコツー柑5原則」とでも言うべき事柄を挙げて
おきたい。
（力付の大掃除をする（の「ようこそ」のホスピタリティ　③地産の食べ物
を用意する　④他所から仕入れた土産品ではない土地独自の物品を開発する
（9物乞いと押し売りはしない、である。これを可能にするためには、入村
科などを含めた協力体制を、ツアーオペレーターと村側が、どれだけ「エコ
ツーリズムの理解をペースにして」つくり出せるかにかかっている。また、
教育の不足は環境破壊に直結する。安易な「少数民族の村」といったうたい
文句だけでツーリストを引っ張ろうとする営業は、エコツーリズムとはほど
遠く、また持続可能な方法でもない。単に村を訪れ一周するだけでは、全く
荷を背負い畑へ急ぐ農婦
背景に森を焼いた跡が見える
無意味である。なんらかの体験活動を通じた地域との交流が必要であり、住
民の参加協力ぬきにエコツーリズムは成立しない。
（2）日系ランドオ′ヾレ一夕ーとのインタビュー
ルアンパバンで、ハッピースマイル・ツアーズ社のIさん、サザン・プ
リーズ・ツアーズのKさんと、ラオスへの日本人旅行について話をする機会
があった。会話の内容はおよそ以下のようなものである。
2008年にルアンパバンを訪れた日本人はざっと3万人ていどで第2位、
トップはヨーロッパからの旅行者だが、韓国や台湾からの旅行者が増えてき
た。日本人でアジア好きが行っていない国はラオスとミャンマー、現在のラ
オスは、およそ10年前のカンボジアと似たような状況にある。
サザン・プリーズ社は60歳以上の客層が多く、個人旅行から団体は15人前
後が多い。個人旅行は2、3泊、団体ではラオスに5泊ぐらいしている。
ハッピースマイル社のほうは、取り扱いの90％近くが個人旅行で、少しずつ
団体の取り扱いを増やしている。
日本人のバックパッカーが最近増えてきた。30％ぐらいあり、そのうち2
割程度はリピーターの気がするとKさんは言う。旅行会社のツアーは「世界
遺産巡り」が圧倒的に多く、まずルアンパバン、次にバクセィ。バンコクか
ら、もしくはハノイからの経由で入ってくるツアーが多く、チェンマイ経由
はほとんどない。ルアンパバンとシエムリアブの組み合わせも多く、大体ル
アンパバンには2泊3日の滞在。（ルアンパバンには）アクティビティが少
ないから日本人には2泊で十分だが、欧米人は「することがないからよいの
だ」と、よく言うらしい。
たまにルアンパバン、ビェンチャン、バクセイ＋ワットプ一、そしてタイ
へ抜けるツアーもある。ラオスはルアンパバンのみのツアーが両社とも60～
65％。時間とお金がかかるからと、日本からの各社は（ツアープランナー
は）新しい事に手を出そうとせず、「安くなければ売れない」としか言わな
－172－
い、と両者は指摘する。Iさんも「いくら魅力があっても、安くなければ売
れない」と力説した。では安くさえあれば本当に売れるだろうか。
先住民族の相に関LKさんは、「アカ族の村は難しい」という。そのほか
はそうでもないと。Iさんはルアンパバン近くのモン族の村へ、1泊2日の
民宿体験ツアーを実施、若い人たちからは好評らしい。利益の一部を文房具
にして村長さんに渡す。子供たちに直接配る事はしない。本当は2泊3日を
売りたいが、どのツアーも十分な時間がない。
ラオスの魅力についてIさんは、①食べもの、　②人、　③静かな国、の
3つを挙げた。また日本市場に対しての問題点としてIさんは、決定的にガ
イドが少ない点を指摘している。「日本語ガイド養成には3年かかる。日本
語学校はない。ベトナムなどに比べたらとほうもなく逼迫しているし、ガイ
ドの養成なくしてエコツーリズムなどあり得ない。」また雨季の自然は危険
性が高く、エコツーリズムの可能性があるとすれば乾季のみであると語った。
総じて両者の意見は、日本人のラオス旅行はこれから。日本の旅行社は
「値段を下げろ」以外のことを言わない。新しい提案になかなか乗ってくれ
ない。担当者がラオスのことを知らないし、勉強もしてくれない。若いバッ
クパッカーは減ってきた気がする。もっといいホテルが必要、といったあた
りである。エコツーリズムの可能性に関しては多くを語らず、やや消極的で
あった。
（3）ガイドが語るラオスの人々と暮らし
ラオスの柑々で見る一般的な住居は、木と竹，藁や椰子の糞でできた高床
式杭上家屋である。柑人達が協力してつくる。平均耐用年数は5～6年だと
いう。焼き畑農業をしながら移動してゆく暮らしに合っている。仮にお金を
払って建ててもらったとしても6、7万円ぐらいだと、ローカル・ガイドの
ユニックさんはいった。農業のほかに、山における狩猟採集により獲れたも
のが、町の市場で衣類に代わったり、現金の副収入をもたらしてくれる。だ
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メコン河クルーズの途中で立寄る柑
子供たちが店をひろげ懸命に売る
から暮らしぶりはゆとりがある。少しずつケータイを持つものや、バイクに
乗る若者がふえてきた。それでも、若い人たちは段々都会へ出ていく。
最近の焼き畑農業は、米、スイカ、サトウキビを1年のうちに輪作する。
3年ぐらいでよそに移っていく。かつては別々に離れて住んでいた少数民族
が、最近は移動させられ隣同士に住んでいたりする。教育などの行政効率を
良くしようということらしい。先述のようにやはり政府は、半遊牧の生活か
ら定着農民の暮らしへの転換をもくろんでいる。定着といっても、そもそも
平地に充分な農地があるわけではない。チークやゴム林の急増は、こうした
事情が絡んでいる。農業自体を諦めざるを得ない人たちもいる。したがって
ラオスでも、もともとの過疎がさらに「過疎化」している問題は、かなり大
きい。
エニックさんや友達のラーさんの話はけっこう面白かった。ラオスの女性
達は14、15歳で結婚する。親は子供たちが青年になると独立した家をつくっ
てやる。子供たちはそこで、結婚相手や妊娠能力のテストをしたりできる。
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ラーさんは15人兄弟の末っ子、ユニックさんは12人兄弟、どこも子供たちの
数は多い。でも平均年齢は、男が60歳、女は45～50歳くらいだろうと2人は
言った。ラオスではどこへ行っても子供だらけに見える、というのにはこう
した事情が背景にある。日本のような高齢化社会は、まだまだ先である。
（4）村でのショッピングとラオス式駆け引き
ルアンパバン郊外に地酒の製造販売で知られるサンハイ村（XangHal）が
ある。メコン河沿いの村には、酒屋さんのほかいろいろなお店が並んで観光
客を待っている。このあたりの川幅は200メートル優にあり、深さは4月で
7、8メートル。川べりでは4歳くらいの女の子が、小鳥をちいさなカゴに
入れて売っている。値段は1ドル、買ってあげたら′J、躍りしながら、すっ飛
んで帰っていった。めったに売れないのであろう。すぐに空に放してやった
が、こうした小鳥売りを各地で見かけた。小鳥のリサイクル・リユースとい
うわけだ。おなじくこのあたりでタロイモの薄焼きせんべいを買った。あっ
さりはの甘く、パリパリしてとてもおいしい。名前はカオキエム（Kao
Kiem）というのだと、ガイドさんが教えてくれた。これはお勤めである。
村の通りの両側に、何軒かの織物屋があり、織機の音がパタンパタンと聞
こえてくる。機を操るおばあさんの顔に思わず見とれた。しばらく行くと今
度は小学生くらいの女の子が機を操っている。思わず立ち止まって眺めてい
ると、彼女は手ぬぐいのような綿布を差し出して1ドルだと言う。いいかと
思ってお金を渡そうとしたとき、家の中から母親と思しき婦人が飛び出して
きて、正しくは2ドルであると訂正した。おもわず「えー」と遽巡していた
ら、今度は女の子が「3枚5ドルでいい」とたたみかけてきた。やんぬるか
なとつぶやき、5ドル払った。
もう一・件は、先述のナムデ相における老婆のケースである。先ず彼女は我
われがカメラを向けると、写真を撮るなら金をくれと、まことにストレート
な要求をした。そのうえでやおら、彼女の商品を家の中から持ち出してきた。
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これがどこにでもある綿布絹布と、毛糸を編んだようなローカル風帽子の類
である。老婆は最初、これらのうちから2点を引っ張り出し、7万5000キー
プ（Kip、感覚的には1万キープが1ドルである）といった。ひとつは1万
5000、もう一つの方が6万だと。わかったとこちらは10万キープ札を渡す。
すると彼女はぬけぬけ「一つは5万、もう一個の方は6万5000。よってあん
たらは、もう1万5000私に払わねばならぬ」という。さすがにこちらはムソ
として取引中止を宣言した。ここに至っても彼女はにんまり、「10万キープ
で手を打ってあげるわ」とはなはだ恩着せがましいのである。結局交渉は決
裂したが、これらについて我々は、「ラオス式あと出しじゃんけん交渉術」
と名づけた。
みやげ物に限らず、ラオスでも地元住民価格と観光客価格の二重価格構造
が存在している。これについて文句を言うつもりはさらさらない。恵まれた
経済環境の国からきた以上、多少の「貢献」は覚悟の上である。しかしなが
ら、この「あと出しじゃんけん」はいかがなものであろう。せっかくなら楽
しい買い物交渉をし、気持ちよく買って帰りたい。それとも彼女達は、いま
ナムデ相で会った「ラオス式交渉術」達人のお婆さん
まで観光客から不当なまでの値切り交渉をされ続けた結果、しかたなく、あ
のようなあと出しじゃんけん術を発案したのであろうか。
（5）ラオスで暮らす人からのアドバイス
ラオスの子供たちが旅行者にものをねだる事につき、ルアンパバン郊外の
ノンキヤウで民宿を経営する八木なおみさんが、現地で発行されている日本
語の季刊rテイスト・オブ・ラオスj（09年6月号）に、以下のようなこと
を書いている。
「子供にとってものをもらうのはゲーム感覚に近いと思います。もらえれ
ばラッキーと言う感覚でしょうか。だからといって、何も助ける必要はない
というわけではありません。困っている人を助けたいと思うのは、人として
自然な考え方だと思います。ただ、見知らぬ子供に物をひょいとあげるのは、
r安易に貰う割など以前になかった彼らの暮らしを変えてしまうのではな
いかと思います。要は何をどうやってあげるか。私はペンなど、授業中に学
校などへもって行って、その場で皆に配るのがいいかなと思っています。み
んな歓迎してくれますし、教育現場の実情もわかると思います。」
「あげるものも、日本からわざわざ買ってきたペンや上質のものより、彼
らが使い慣れたラオスの市場で買ったものの方が、躊躇なく使ってもらえる
はずです。なにより、日本のノート1冊買うお金でラオスでは10冊のノート
が買えるし、より多くの子供の上げることができます。私はそんな風に考え
ていますが、皆さんはどうでしょう。」
助ける、あげる、ほどこす、喜捨、いろいろな表現があるが、先進国から
発展途上国への旅行に際し、ほとんどの人が悩ましい思いをする問題である。
観光客がまだ入り込んでいない地域では、これに関して悩む事はない。問題
は観光客が多い都会においてである。つまり、観光客がそこの人たちを「ス
ポイル」した、あるいは「誇りを奪った」という指摘は、的を射ている。八
木さんのアドバイスはひとつの見識だが、行く先々で旅行者個人が直面する
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事態への対応策にはならない。ほどこしを受ける方にとっても、施す方の気
持ちの上でも、どちらも一時しのぎでしかない。結局は、思考停止のまま見
ないふりを決め込むか、一定の予算計上をしておくか、のどちらかになって
しまう。
Ⅵ．ラオス北部のあたらしい旅行企画
ここではあくまでラオス北部という、今回祝察したエリアに限って、以下
3通りの提案を行う。町全体がエコ・ミュージアムといっていいルアンパバ
ンには、3連泊位するのがゆったりできていい。しかし、あえて①は3泊目
にカムロッジを組み合わせた。このユニットにラオス南部を組み合わせるの
は無理がない。②はメコン河クルーズに焦点を当てている。これだけで北部
ラオスを完結させられる。（動は②にムアンラ温泉のエコ・リゾートを加えた
コースだが、これだけで日本からは10日間の日程が必要である。
（1）ルアンパバン滞在とエコロッジ3泊4日コース
1日目ルアンパバン着、ルアンパバン泊。　2［］目ルアンパバン滞在、
市内観光他。ルアンパバン泊。　3日目ルアンパバンからカムロッジへ
のクルーズ、カムロッジ泊。　4日目ルアンパバンへもどり、ルアンパ
バン発。
（2）メコン河クルーズ5泊6日コース
1日目ルアンパバン着、泊。　2日目ルアンパバン滞在、市内観光など。
3日目空路ルアン・ナムタまたはフエイサイへ、フエイサイ泊。　4日
目メコン河クルーズ、バクベン泊。5日目クルーズでルアンパパン帰着。
6日目ルアンパバン発。
＊3日目の空路便にはかなりの制約がある。空路ウドムサイに移動とい
う経路もあるが、ウドムサイールアン・ナムターフエイサイは地上移
動に最低7、8時間必要。
＊フエイサイには最高でも2星クラスホテルしかない。
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ルアンパバンの市場風景
色とりどりの野菜がいっぱい
（3）メコン河クルーズとエコ・リゾート7泊8日コース
1日目・2日目ルアンパバン泊。　3日目空路ウドムサイへ移動。ムア
ンラ・リゾート泊。　4日目ムアンラ・リゾート滞在。　5日目フエイ
サイへ地上移動、フエイサイ泊。　6日目メコン河クルーズ、バクベン
泊。　7日目クルーズでルアンパバン帰着、泊。　8日目ルアンパバン
発。
＊ムアンラ温泉リゾートでの2泊により、行程にゆとりを持たせた。5
日目の地上移動部分がきついので、途中の休憩、立ち寄り観光をうま
く配分したい。
Ⅶ．ラオス・ツーリズムへの提言
（1）メコン河の環境保全
ヘロドトスは「エジプトはナイルの賜物である」と言った。それにたとえ
るなら、インドシナはメコンの賜物だし、おそらくラオスにとって、メコン
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がもたらしてくれている恵みは、もっと大きいかもしれない。この河はラオ
スの人々の暮らしの生命線であり、文字通りの大動脈である。ラオスのツー
リズムもまたこの河抜きには成立しない。ルアンサイ・クルーズひとつとっ
ても、その魅力は群を抜いている。この流域の自然、人々の暮らし、景観の
保全、そして流れそのものを美しく保つ努力が必要である。ダム問題やゴミ
・汚水処理問題に関し、つねに各流域国との協力が求められるし、各々の流
域環境保全への一層の注意と教育もまた重要である。水質に関しては流域の
漁獲もさることながら、人々の健康にも直結する。すでに目につく範囲だけ
でも、相当量のプラスチック廃棄物が出ている。もちろん、クリーンでない
ところには観光客もやっては来ないであろう。
（2）数を追わないマーケテイング
都市部を除いては、人数の伸びを最重要視するマスツーリズムではなく、
ツーリスト1人当たりの「滞在日数と消費金額」を最重要視する戦略が望ま
しい。四方を山に囲まれているラオスの自然と、農業を中心としたこの国の
あり方そのものを、じっくり見せ、体験活動に結びつける観光形態を求めて
いくべきである。世界遺産のルアンパバンはそれへの導入部としてふさわし
い。エコ・カルチャーという方向性がラオスにとっては理想的かと思われる。
そのためにはもっと本腰を入れたエコツアー開発への努力が望まれる。もう
1点は、雨季の望ましい旅行商品は何かという「お宝探し」が必要ではない
か。
（3）良質な宿泊施設と道路、空路
ルアンパバンから出ると、Ⅲ－（5）で紹介したような快適で洗練された
ロッジやホテルが、まだ十分とは言いにくい。ラオス国内には自然の温泉も
何箇所かあると聞いている。規模はちいさくでも、後背地に魅力的な自然を
持つところを中心に、あるいは起点となる地方都市になどに、せめて4星ク
ー180－
ラスの、周辺環境とマッチしたアコモデーション開発、あるいはそれへの投
資促進策、さらにはマーケテイング活動支援も含めた開発計画をすすめる必
要がある。とくに欧米のエコツーリストたちは、「幸せに過ごせる時間」を
重要視しているし、日本の観光客にも同じような傾向が見られ始めている。
従来のマスツーリズム依存型の旅行業・観光業者の意見・アドバイスからは、
距離をおく必要もあるだろう。
次に、あらためて指摘する必要はないかもしれないが、今回ドライブして
みた道路では、13N号線のPakmong－OudomxaiAHouaytamのあいだは大変
な苦痛を強いられた。デコポコ過ぎて危険に感じられた部分も多い。おそら
くこの路線の重要度からすれば近い将来舗装がなされるものと確信するが、
時速20キロ程度でしか走れない道路では時間もかかりすぎる。急な山道で
カープも多い。大型車両の交通量も決して少なくない。さらに雨季ともなれ
ば一層危険度が轟くなると予想される。
さらに空路に関しても、せめてルアンパバンーフエイサイは、小型機でい
いから定期便化が考えられないだろうか。メコン河クルーズは今後とも高い
相のお祭り屋台に集まっている子供たち
評価が得られる国際レベルの、しかもきわめて手ごろな観光素材である。し
かしルアンパバンからのアクセスがあまりにも悪いし、途中にこれと言った
観光素材の開発もなされていない。ここが解決されると、日本からのツアー
も相当期待できるものかと思われる。あるいはいっそのこと、Ⅱ－（1）の
ツアーに、ルアンパバンからの空路も含めたパッケージ化が考えられてもい
い。価格的にも、十分魅力ある商品になるであろう。
（4）自然景観と農業
自然と農業は不可分であり、どちらかが荒れるともう一方も同じ道をたど
る。近年の焼き畑農業の問題点は、焼き畑農業そのものにあるのではないと
いうことは、Ⅲ－（6）に述べたとおりである。大きな矛盾を抱えているこ
とは理解できるが、ツーリズムの視点からしても、督伐・骨焼の山肌をえん
えんと見せられるのは、はなはだ魅力的とは青いがたい。農業・環境・生活
・文化など、すべてが一体となったいいバランスのうえに、観光が成立する。
（5）「着地型・個人旅行」に対する可能性
日本の旅行業各社は依然として、旅行の質的な差異を競うより、価格訴求
によるパイの奪い合いに奔走している。しかしこのままでははじめに述べた
ように、旅行商品としての深化はなく、90年代末以降、粗雑な低価格商品を
見限った消費者が、海外旅行市場から離れ始めた。さらに今後の大きな市場
に育つべき若年層が、「いくら安くてもつまらない旅行はしたくない」といっ
た、憧れや夢のないありきたりの旅行から、距離をおき始めてもいる。
同時に日本の旅行市場にもLCC（LowCostCarrier、低価格航空会社）の
波が押し寄せ、旅行市場全体の様相が変化の兆しを見せている。かかる状況
においては、単純で変化に乏しい旅行会社の日本発パッケージツアーのみに
依存するのでは先行きがおぼつかない。そこで、ラオスから直接日本の旅な
れた旅行者に、あるいは若者市場に、魅力ある、柔軟な発想の「現地発着型
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・個人向け」旅行を開発し、直接売り込んでみるパターンを提案したい。
ラオスではまだ他国に比べても、「車十運転手＋ガイド」という移動と観
光に不可欠な部分が割安である。団体のパッケージツアーを前提としない、
「受注型個人手配旅行」のほうが、各種の面白い企画ができる。ホテルの手
配も、旅行者の希望に沿った形で柔軟に対応できるだろう。
カップルで、数人の友人同士、あるいは小グループ単位のオリジナルなラ
オス旅行を、ネットにより（日本語サイトで）アピールする。もちろん日本
発の単純なパッケージより表面上割高にはなるかもしれないが、価格をはる
かに上回る密度の高い旅行を提供する事ができる。ラオスまでの航空券は、
旅行者それぞれの都合や手配に任せればいい。ラオス側で受ける旅行会社あ
るいはランドオペレーターは、到着空港で旅行者とミートすればいいのであ
る。
あるいは航空券手配会社に対し、こんな個人旅行手配が可能であると、航
空券と切り離した「地上手配のみのパッケージ」を提示し、販売委託する方
法も考えられよう。つまり日本の旅行会社が海外旅行保険の販売代理店であ
ると同様、ラオスの旅行パッケージあるいは手配旅行の、販売代理店とする
方法をとる。こうすることで消費者が、見ず知らずのラオスの旅行会社と直
接やり取りする不安を取り除けるメリットがある。
旅なれた中高年やハネムーンのカップルなどは、自分たちだけの気のおけ
ない旅行を求めている。もし各種のパッケージツアーに大した内容の差がな
いなら、あるいはその差が見えないのであれば、消費者は絶対に価格の安さ
だけに着目せざるを得ない。ゆえに、その内容における差をはっきり見せる。
あるいは価格に見合う、質的にいい旅行と十分な満足を約束する。各種さま
ざまな消費行動を見れば明らかなように、消費者は闇雲に安さのみを、求め
ているわけではない。「価格に見合う満足」をこそ、常に消費者は求めてい
る。また、「旅行のサービスにスケールメリットはない」ということも、賢
い消費者は気付きはじめた。
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フエイサイからのメコン河クルーズの船内風景
欧米からの個人旅客が多い
1人十色といわれる消費パターンをみるなら、今後このような「現地発着
塑・個人手配旅行」の可能性は、アジアにおいて、さらにラオスにおいてこ
そ、高い可能性を持っているものと考えられる。
むすぴにかえて
懐かしい国だった。熱帯モンスーンの地域にあるのだが、カンボジアなど
と比べ標高が高いせいもあって、旅行が快適だ。農薬などを使わない野菜の
おいしさは特筆に価する。市場ではあらゆる種類の野草が売られている。山
村の婦人連が何時間も山道を担ぎ下ろしたものである。どこの村へ行っても、
杭上家屋の下では豚や鶏が遊んでいる。小さな子供たちは思わず抱きしめて
やりたいほど可愛い。
ラオスを囲む国々の人口は先ず中国・雲両省だけで4500万人、ミャンマー
が5400万人、ベトナムが8600万人、タイが63（氾万人と、ラオスよりひと桁大
きい。潅がないとはいえ人柄が何となくおっとりしているように感じられる
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のは、山ばかりの過疎国であると同時に、まだまだ農民が圧倒的に多いとい
う理由によるものかと思われる。大国に囲まれながらひっそり心豊かに暮ら
す、ブータンに似ているのかもしれない。ただ市場経済の急激な進展が、こ
れ以上山々の緑を減らす事のないように祈るばかりである。
そのためにエコツーリズムが期待されてもいるのだが、これは本文でも述
べたように住民の理解と協力が不可欠であり、教育にも相当なエネルギーと
時間を必要とする。おそらく農業指導と同じような根気の要る仕事になるで
あろう。この図の行政機構がどれだけ本腰を入れて取り組むかにかかってい
る。社会主義という政治体制が、意外に早くそれを可能にしてくれるかもし
れない。
現地オペレーターの項でも触れたが、こうした面からもツーリズムは人材
教育から手をつけるべきであろう。持続的な観光開発には即効性の特効薬が
ない。少ない人口と、緑の山岳自然と、農業という民俗・生活・文化を活用
するため、最後の提言で述べたとおり、多少のインフラ投資が必要とされて
いる。
それにしても、この国を訪れるのに2、3日という、現状日本からのツ
アーではいかにももったいない。せめて、今回のように北部ラオスと、もう
一回はビェンチャンから南へというプログラムで、それぞれ1週間ぐらいは
滞在してみたいと思う。半世紀前までの日本の山村の暮らしがそのまま息づ
いているような、懐かしい雰囲気にみちている。今まで他のアジア諸国へ、
数だけを追いかけたツーリズムは、転換期に入った。その手法をそのままこ
の国に当てはめてはならない。
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